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日 時 2022年8/24 （水） 26( 金 ）

主 催 四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（SPOD）／愛媛大学

参加申込 2022年6月27日(月)正午～7月 8日(金)正午

2022年7月13日(水)正午～7月25日(月)正午

https ://www.spod.eh ime-u.ac . jp
※申込開始時には各プログラムのシラバスがご覧になれます。

参加費 無料 10,000円

S P O D フォーラム 2022

オンライン（Zoom）開催
※一部除く

SPOD加盟校の教職員限定受付

一般受付（SPOD加盟校の方も申込可）

多彩な講師陣 先進的な教育改革で知られる大学のトップ、各大学のFDやSDの第一線で活躍する教職員やディベロッパー、
職場の人材育成・能力開発分野で活躍するプロフェッショナルなど、多彩かつ魅力的な講師陣をそろえました。

職場で使える
実践型プログラム

オンラインでのグループワークを含む講義が数多く開催されます。参加者には、意見を出し合い知を共同で
作り上げることが求められると同時に、職場ですぐに使える実践的なノウハウを持ち帰ることができます。

SDプログラムも
多数開講

SPODでは、FD同様にSDに力を入れており、他では体験できないプログラムを数多く開講しています。教育改善に
関心のある多くの教職員の方の参加をお待ちしております。

城北キャンパス

シンポジウム会場

情報交換会会場

全体受付

SPODフォーラムは… 大学等の教職員が自らの能力開発のために役立つ、多種多様で質の高いFD／SDプログラム
ならびに組織を超えた持続的な相互交流・関係づくりの場を提供します。

●お問い合わせ先…… 四国地区大学教職員能力開発ネットワーク事務局（愛媛大学教育学生支援部教育企画課）
☎089-927-9154 ✉E-mail spod@stu.ehime-u.ac.jp

変容する社会ニーズに応じた学びのあり方

－オンライン情報交換会－
参加者の皆さまの交流・ネットワークづくりのため、
「オンライン情報交換会＠Ｚｏｏｍ」を開催します。
開催前にはポスター・セッションも行います。

★日時
８月２５日（木） １７：３０～２０：００
１７：３０～ ポスターセッション（質疑応答）
１８：００～ 情報交換会
★参加費
無料
※ＳＰＯＤフォーラム２０２２のプログラム参加者のみ参加可能
情報交換会前半では、ＳＰＯＤの講師陣やスタッフが個別ブース
でお待ちしております。参加者は自由に移動し、交流することがで
きます。また、後半には、皆さまでお楽しみいただけるイベントを計
画しております。皆さまのご参加を、お待ちしております。

詳細はこちら

－ポスター・セッション－
オンラインによるポスター・セッションを開催します。
ポスターは事前にＳＰＯＤウェブサイトで公開し、ＳＰＯＤフォーラ
ム内で、Ｚｏｏｍによるセッション（質疑応答）の時間を設けます。

★日時
公開期間 ８月１日（月）～８月２６日（金）
質疑応答 8月25日（木）17:30～17:55
優秀ポスター賞発表、
受賞者による概要説明 8月25日（木）情報交換会内
★ポスター発表規定
PDF形式で提出
★申込について
申込受付期間 6月15日（水）正午～6月27日（月）正午
申込方法 SPODウェブサイト

詳細はこちら

申込みはWEBから

SPOD加盟校の教職員 SPOD加盟校以外の教職員

※事前申込制
（先着順）
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開催スケジュール ●申込み開始時には各プログラムのシラバスがご覧になれます。https://www.spod.ehime-u.ac.jp

１
日
目８
月

日
︵
水
︶

２
日
目８
月

日
︵
木
︶

３
日
目８
月

日
︵
金
︶

過去の資料等はこちら

日時 A B C D E

１
日
目
8
月
24
日
（
水
）

1
9:30
～

11:30

2401A
職員のための講師養成
講座
ー日常業務の遂行に活
かすことも見据えてー
阿部光伸・藤本正己
（愛媛大学）

2401B
FD担当者のための
FD企画講座
吉田 博（徳島大学）
仲道雅輝（愛媛大学）
塩川菜々美（徳島大学）
上月翔太（愛媛大学）

2401C
オンライン授業での
アクティブラーニング
金西計英（徳島大学）

2401D
ケースを通して考える
中間管理職入門
小方直幸（香川大学）
野口里美（香川大学）
石原卓也（大分大学）

2401E
ルーブリック評価入門
－考える，つくる，活
用する－
俣野秀典（高知大学）

2
12:30
～

14:30

2402C
ケースで考える若手職員の
ための学生支援・学生対応
藤巻 晃（徳島文理大学）

2402D
実践！D＆I（ダイバーシ
ティ＆インクルージョン）
推進
黒澤あずさ（香川大学）

2402E
小グループ・ペア学習を
取り入れた授業デザイン
俣野秀典（高知大学）

3
15:15
～

17:15

2403A
面談に役立つアカデ
ミック・アドバイジン
グの手法（基礎編）
清水栄子（追手門学院大学）
小林忠資（岡山理科大学）

2403B
支え促す体験学習
高橋平徳（愛媛大学）

240３C
大学職員のための
教職協働入門
藤本正己（愛媛大学）

240３D
これだけは押さえてお
きたいオンライン授業
の基礎と実践
小坂有資・藤澤修平
（香川大学）

240３E
学生支援に関わる学生対
応カウンセリング
（入門編）
杉田郁代（高知大学）

２
日
目
8
月
25
日
（
木
）

1
9:30
～

11:30

2５0１A
カリキュラムの編成
中井俊樹（愛媛大学）

2５0１B
教務担当者が知っておき
たい法令・制度と最新政
策動向
宮林常崇（東京都公立大学法人）

2５0１C
理工系基礎科目において学
生の学習を促す学習評価
榊原暢久（芝浦工業大学）
吉田 博（徳島大学）

2５0１D
プロジェクト達成のた
めのマネジメント手法
丸山智子（愛媛大学）

2５0１E
Blended Learningで活
用できるグループワーク
のアイデア
村田晋也（愛媛大学）

2
12:30
～

14:30

2５0２A
これからの大学教育と
経営の在り方～生き残
る大学となるために～
秦 敬治（岡山理科大学）

2５0２B
自立型人材となるための
「セルフ・エンパワーメ
ント実践」
阿部光伸（愛媛大学）

2５0２C
テキストマイニング
入門
塩川奈々美（徳島大学）

2５0２D
中堅職員のための後輩
指導－理論と実践方法－
竹中喜一（愛媛大学）

2５0２E
PowerQuery for 
Excel を用いた効率的
なデータ処理
髙畑貴志（高知大学）

3
15:15
～

17:15

2503F

「個別最適化された教育・人材育成の実現」
講師 ： 秦 敬治（岡山理科大学）、 小松川 浩（公立千歳科学技術大学）、高橋 浩太朗（文部科学省高等教育局）

コメンテーター ： 中井 俊樹（愛媛大学） 進行 ： 仲道 雅輝（愛媛大学）

17:30
～

20：00
情報交換会（ポスター・セッションを含む）

シンポジウム

３
日
目
8
月
26
日
（
金
）

1
9:30
～

11:30

2６0１A
教学マネジメント入門
－学修者本位で捉えな
おす教育活動－
山咲博昭（広島市立大学）
荒木俊博（淑徳大学）
岩野摩耶（山口大学）
白藤康成（京都産業大学）
堀 佑二（獨協大学）

2６0１B
事例で考える教職課程
における多様な履修相
談対応
小野勝士（龍谷大学）

2６0１C
パフォーマンス評価の
ための課題の作り方
飯尾 健（徳島大学）

2６0１D
大学教職員のための
ZOOM百物語
石井知彦（香川大学）

2６0１E
はじめての係マネジメ
ント講座～係長１年目
のTips～
吉岡 瞳（高知大学）

2
12:30
～

14:30

2６0２B
コロナ禍における障害
学生への合理的配慮と
修学支援
佐々木銀河（筑波大学）

2６0２C
若手職員向け超入門！
研究者と学術情報流通
井上昌彦（関西学院大学）

2６0２D
大人数のオンデマンド
e-Learning授業を
運用するためには
林 敏浩（香川大学）

2６0２E
やってみよう！
ピア・サポート
～理論と実践の両面から～
佐々木菜々（広島修道大学）

3
15:15
～

17:15

2６03A
事例から考える
教学ＩＲデータの活用
真鍋 亮（松山大学）

2６03B
業務をつなぐ・広げる・
デザインする
（若手職員対象）
橋本規孝（学校法人立命館）

2６0３C
学生の自律性を引き出
す授業設計
仲道雅輝（愛媛大学）

2６0３D
大学における教育の倫理
－学生とのかかわりを省察す
る－
上月翔太（愛媛大学）

2６0３E
地域連携担当者のための
合意形成術講座
前田 眞（愛媛大学）

主にグループワークや
ペアワーク等を中心と
したプログラムです。 プログラム定員

主に講義を中心としたプログ
ラムですが、グループワーク
やペアワーク等が含まれる場
合もございます。

グループワークと講義
を併用したプログラム
です。

ワーク 講義

40名

40名 30名

40名 70名

30名 40名

100名

ワーク ワーク ワーク

ワーク

70名

40名
40名 40名 40名

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

講義

講義 講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

200名 70名 40名 40名 40名

200名 40名 40名 40名 200名

名

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

ワーク
・講義

講義
講義

講義 講義ワーク
・講義

ワーク
・講義

講義ワーク

ワーク
・講義

40名

100名 40名 40名

40名 40名 32名 70名 40名

70名

200名

100名100名 40名

ワーク
・講義 ワーク

・講義 ワーク
・講義
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https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfjH9NJjl5Yu0f0ypgG3Kskmc-q5CZY2KkPFq1JfxWyEOIJGA/viewform 1/1
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https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfjH9NJjl5Yu0f0ypgG3Kskmc-q5CZY2KkPFq1JfxWyEOIJGA/formResponse 1/3

*
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https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfjH9NJjl5Yu0f0ypgG3Kskmc-q5CZY2KkPFq1JfxWyEOIJGA/formResponse 2/3

5

7

12



https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfjH9NJjl5Yu0f0ypgG3Kskmc-q5CZY2KkPFq1JfxWyEOIJGA/formResponse 1/2

*
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https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfjH9NJjl5Yu0f0ypgG3Kskmc-q5CZY2KkPFq1JfxWyEOIJGA/formResponse 2/214
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EhimeUniv
引き出し線
2022

EhimeUniv
線

EhimeUniv
線

EhimeUniv
引き出し線
トル

EhimeUniv
線

EhimeUniv
線

EhimeUniv
引き出し線
トル

EhimeUniv
引き出し線
自由記述の２つ目に以下設問を挿入
「SPODフォーラムで得た知識やスキルを所属組織や教育現場でどのように活用していますか。具体的にお書き下さい。」

EhimeUniv
線

EhimeUniv
線
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EhimeUniv
引き出し線
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SPOD 2021  

2021 2019
572 1,753 2019

535 1,734
45.3 2 99

SPOD
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68

SPOD-SDC 38
SPOD

SPOD
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